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左手が流山５　右手が流山６　写真提供：奥村組

流山５　メインエントランス 流山５　１階カフェエリア
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　この度「ＧＬＰ　ＡＬＦＡＬＩＮＫ　流山　５　＆　６」が完成、
稼動の運びとなりました。この２棟はこれまで開発を進めてきた
「ＧＬＰ　ＡＬＦＡＬＩＮＫ　流山１～８」プロジェクトの中心エ
リアに位置し、ビジネス、コミュニケーション、地域共生のハブ
としてさらに新たな価値のを創造を目指しています。同施設は都
心部から約㎞、首都高速６号三郷線／常磐自動車道三郷ＩＣか
ら６㎞、常磐自動車道流山ＩＣに近接、国道号線にもアクセス
良好な立地となります。
　「ＧＬＰ　ＡＬＦＡＬＩＮＫ　流山　５　＆　６」には、地元での
起業や拠点開設を支援するスモールオフィスをはじめ、アフター
コロナを見据えたワーキングスペースの設置、地域参加型のイベ
ントなどに活用できるキッチン付きマルチスペースを設け、地域
との共生や入居企業同士のコミュニケーションの醸成を可能にし
ます。さらにカフェテリア、コンビニエンスストア、託児所の設
置など、アメニティの充実を図っています。
　「ＧＬＰ　ＡＬＦＡＬＩＮＫ　流山　５」は、入居予定企業によ
り冷凍冷蔵機能および自動倉庫（常温）を導入した物流拠点とし
て総合的に活用されます。また、「ＧＬＰ　ＡＬＦＡＬＩＮＫ　流
山６」は最小区画面積を，㎡とし中小規模スペースのニーズ
にも対応した汎用性の高い施設で荷物用エレベーター６基、垂直
搬送機８機を備え、効率的な搬送能力を実現します。
　その他、入居企業の情報を発信できるデジタルサイネージや、
ビジネス交流イベントを通し、新たなビジネスマッチングのきっ
かけを提供します。
　最寄り駅への無料循環バス、路線バスの乗り入れと各棟間の移
動のために１～８を巡回する無料バスを運行し、各棟が有する
様々な機能を利用しやすくすることで、「ＧＬＰ　ＡＬＦＡＬＩ
ＮＫ　流山」全体で働きやすい環境を構築します。今年６月に竣
工予定の「ＧＬＰ　ＡＬＦＡＬＩＮＫ　流山　４」もあわせ、当地
での壮大なプロジェクトが実現しましたことは、地域の皆様をは
じめ設計、施工にご尽力いただいた全ての関係者様のご理解とご
協力の賜であり、厚く御礼申し上げます。

　「ＧＬＰ　ＡＬＦＡＬＩＮＫ　流山　５　＆　６」は、千葉県流山
市を流れる江戸川の東に広がる田園地域に立地し、日本最大級の
最先端物流拠点施設を構成する８棟のうちの２棟です。常磐自動
車道や首都高速６号線へのアクセスが良好で、関東広域配送の物
流拠点として最適な条件が備わっています。
　を超える敷地の南北に、２棟の大規模物流倉庫を配置し、
それらは２階のブリッジで繋がっています。南側の流山５は、各
階へアクセス可能なランプウェイを両側に備え、建物中央に車路
を通したセンターバース・ダブルランプウェイ方式を採用してい
ます。北側の流山６は、１階を両面バース、２階を片面バースと
し、車路を流山５と接続させて搬出入の効率を高めています。ま
た、各階倉庫はテナントの要望に柔軟に対応できるよう、小分割
が可能な計画としました。

　ＢＣＰ対策として免震構造や非常用発電機などを採用し、災害
に備えています。また、太陽光パネル、外壁断熱パネルや全館Ｌ
ＥＤ照明などを採用し、「Nearly ZEB」と「ＬＥＥＤ認証（Ｇ
ＯＬＤ）」の取得を予定しています。
　外壁デザインはグラデーションカラーをベースにして他棟との
統一感を持たせ、アクセントパネルによる水平ラインを効果的に
用いて、物流のスピード感を表現しました。また、エントランス
キャノピーや外構に三角錐状の盛山などを配し、多元的な広がり
を表す「三角形」で、「ヒト・モノ・ビジネスが集い新たな価値
を発見できる創造拠点」を表現しています。
　施設内に託児所やコンビニを設けて働く人々の利便性を高める
とともに、カフェテリアに併設したワーキングエリアや多目的ラ
ウンジといった、皆が集い、アクティブに交流できる場も提供し
ています。
　本施設が快適に働くことができるだけでなく、ヒト・モノ・ビ
ジネスが集い新たな価値を発見できる創造拠点となることを願っ
ています。
　株式会社奥村組東日本支社　建築設計部　設計２課　麥谷隆之

■名称：ＧＬＰ　ＡＬＦＡＬＩＮＫ　流山　５　＆　６
■事業主：日本ＧＬＰ株式会社
■建築主：株式会社流山複合開発
■建築場所：千葉県流山市中野久木字田苗下７番７他
■設計（意匠）：株式会社奥村組東日本支社一級建築士

事務所
■設計（構造）：デロイト　トーマツ　ＰＲＳ株式会社

■施工：奥村・堀建設共同企業体
■敷地面積：，．㎡
■構造・規模：ＰＣ造一部Ｓ造地上４階建て塔屋１階
■流山５建築面積：，．㎡。延床面積，．㎡
■流山６建築面積：，．㎡。延床面積，．㎡
■ブリッジ建築面積：．㎡。延床面積，．㎡
■工期：年５月～年１月


